
生涯学習振興課

〜さいたま市コミュニティ・スクールシンポジウムを開催します〜

こんなコミスクあったらいいな

未来のさいたま市コミュニティ・スクールの姿を描く



コミュニティ・スクール 〜全校実施への道のり〜

１ 国：平成２９年 設置努力義務化 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正

地域全体で解決を図る仕組み
背景 教育政策の自由化

少子高齢化の社会問題
教育現場の多様性

市：令和３年度 「さいたま市コミュニティ・
スクール成長モデル」策定

前 提 準備校（R元年〜）での成果と課題
羅針盤 本市の目指す方向性

理想とする姿
令和４年度 市立全校実施

確立 地域住民・保護者・教職員が
一体となって学校運営に参画する仕組み

３

２

国の方針
・地域とともにある学校づくり
・緩やかなネットワークの形成
・学校を核に地域を再構築

さいたま市の特徴
・準備校による段階的検証を踏まえ
た独自の「成長モデル」の開発
・全校実施の早期達成

▲「さいたま市コミュニティ・スクー
ル成長モデル」の詳細はこちら

市コミュニティ・スクール成長モデル
（イメージ図）



コミュニティ・スクールとは

課題の
複雑化・多様化

学 校

子どもたちの健全育成・よりよい地域コミュニティの形成
▼

地 域 ・ 保 護 者

さいたま市コミュニティ・スクールが目指すもの

地域 総がかりでの教育の実現

子どもを取り巻く
社会の変化

目標やビジョン
を共有

学 校 運 営
協 議 会



導入の先進地域として、地域と学校の連携強化のモデルケースに

全国とさいたま市の導入率の比較
〜令和７年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査の結果（概要）／文部科学省〜

≪今後の方針≫ −文部科学省−

更なる導入の加速化、地域学校協働活動との一体的な取組の推進

≪さいたま市≫
▼

全国の公立学校（R7）
22,009校／33,910校

さいたま市（R4-7）
168校／168校

全国の公立学校（R7）
17,481校／33,910校

さいたま市（R4-7）
168校／168校

（％） （％）



コミュニティ・スクールの取組が子どもの学校生活・日常生活にプラスに働いている

意識調査の結果から見えてきた 「子どもの変容」
〜令和３年度と令和５年度さいたま市コミュニティ・スクールに関するアンケート調査比較／さいたま市教育委員会〜

▼

令和３年度と令和５年度のアンケート調査比較 ≪小学校≫
R３未実施校：赤 R５実施校：青

「周りの大人が応援してくれていると思
う」

「地域の大人は自分のことを気にかけてくれると思
う」

令和３年度と令和５年度のアンケート調査比較 ≪中学校≫
R３未実施校：赤 R５実施校：青



意識調査の結果から見えてきた 「現状の課題」
〜令和５年度さいたま市コミュニティ・スクールに関するアンケート調査結果／さいたま市教育委員会〜

課題１ ： 学校や地域の課題の把握 【学校・家庭・地域】
課題２ ： 必要な子どもの情報の共有 【学校・家庭・地域】
課題３ ： 地域貢献の実感と地域活性化の意識 【家庭】

保護者
（家庭）
肯定回答
(%)

地域住民
肯定回答
(%)

設問【地域住民n=450/保護者（家庭）n=5832】

12.435.4学校や地域が抱えている課題を知っている
課題１１

28.443.4必要な子どもの情報を学校と共有している
課題２２

19.660.0学校や地域に貢献している実感がある
課題３３

22.445.1地域の活性化は学校を中心に行うことが必要だ
課題３４

▼

令和５年度さいたま市コミュニティ・スクールに関するアンケート調査の詳細はこちら ▲



「提言」
＊地域のつながりの希薄化
＊働く世代の地域離れ

▼
働く世代の生涯学習と
地域活動への橋渡し

「現状の課題」 と「提言」のつながり
〜「働く世代の生涯学習と、地域活動への橋渡し」を実現していくための方策について 提言 ／第12期さいたま市社会教育委員会議〜

「課題」の解決から次の一歩へ

「CS 現状の課題」
＊学校・家庭・地域の相互課題の把握、

子どもに関する情報共有不足
＊家庭の地域貢献の実感や、

地域活性化についての意識の希薄
▼

学校・家庭・地域の
「連携と協働」

コミュニティ・スクール成長モデルが目指す方向性が一致
▼

▼



さいたま市教育委員会としての 「次の一歩」

２ 広報誌「コミ丸」１ 実践事例集

３ 研修会
【各年度によって対象者を変えて実施】

校長、副校長・教頭、教職員、
学校地域連携コーディネーター、
市職員
PTA役員
学校運営協議会 会長 等

５ さいたま市コミュニティ・スクールシンポジウムの開催

４ 研 究（R6・７指定）
研究協力校：与野西北小学校・八王子中学校

初

▲

ダウンロードはこちら
▲

ダウンロードはこちら

「詰め込み丸ごと」掲載



「成果」：「市立全校実施の早期達成」「子どもの良い変容」

さいたま市コミュニティ・スクールシンポジウムを開催

シンポジウム開催にあたって
〜令和７年度さいたま市コミュニティ・スクール推進計画／さいたま市教育委員会生涯学習振興課〜

「課題」：「活動把握や情報共有」「地域貢献や地域活性化の意識」

「実践」を共有する場 「未来」について考える機会



シンポジウム第１部 「研究協力校の実践発表」
〜与野西北小学校と八王子中学校の皆さんによる2年間の実践と成果の報告〜

学校運営協議会を小・中合同で設置
9年間を通して育てたい子ども像策定
発達段階ごとの具体的方策の実践

≪テーマ≫
「コミュニティ・スクールの中でのエージェンシーの育成」

当日の発表
発達段階ごとの「具体的な実践」
「子どもの変容」「協働の成果」

2年間の研究

▲
研究協力校における

９年間を通して育てたい子ども像



未来のさいたま市コミュニティ・スクールの姿を描く

パネリスト

▲ 研究業績・著書

ファシリテーター

佐藤 晴雄
帝京大学 教育学部
長

内 容 参加者の「未来への提案」をリアルタイムで投影
登壇者が「課題」や「方策」、「理想像」を率直に議論

シンポジウム第２部「パネルディスカッション」
〜理想を語るだけでなく、現場の課題や可能性を率直に共有し、実現可能な一歩を探る〜

和田 洋樹

大河内 範一

武石 涼

佐藤 恵実

竹居 秀子

さいたま市PTA協議会 会長

さいたま市中学校長会 副会
長
南浦和中学校 校長
社会教育士
岩槻中学校 教頭

浦和別所小学校
学校地域連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

さいたま市教育委員会 教育
長

目 的

登壇者
※敬称略



「地域ぐるみで子どもをはぐくむには？」

「子どもたちのために、私たちにできることは？」

その問いに、あなたの声が必要です。

令和８年１月30日(金)
14：00〜16：15（開場13：30）

RaiBoC Hall (ﾚｲﾎﾞｯｸﾎｰﾙ)
大宮門街７階 大ホール

校長、学校地域連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、
学校運営協議会委員、保護者、関係団体等、
地域と学校の活動に興味のある方

定員 1,400名
※先着順

さいたま市コミュニティ・スクールシンポジウム
こんなコミスクあったらいいな 〜地域の未来をつくるコミュニティ・スクール〜

申込

対象

会場

日時

12月３日より受付開始
※市Webサイトの参加申込フォームから

生涯学習振興課 家庭地域連携係


